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学校の教育目標　　心豊かに　自ら学ぶ　たくましい　黒川の子
黒小三本柱「あいさつ・思いやり・学習」を高めるために
校長　纐纈　眞彦
　１学期がスタートして２か月がたちました。１年前の５月はコロナの緊急事態宣言により休校中で、学校は子供たちの声も聞こえずひっそりとしていました。しかし、今年度はコロナ禍である状態に変わりはありませんが、子供たちが元気に登校しており、たいへんうれしく思います。
　今年と昨年の５月で違うことに、「つばめの巣づくり」があります。昨年度は、校舎の軒下につくるつばめの巣が例年よりも少ない状態でしたが、今年度は一昨年と同じようにたくさんのつばめが巣をつくり始めています。つばめは、人家など屋根のある人工物に巣をつくります。人のいる場所を選んで巣づくりをするのは、外敵であるヘビやカラスから身を守るためだと考えられています。人の存在によって外敵を遠ざけるという知恵を働かせながら親鳥は、田んぼや水辺で泥やワラ、枯れた草を見つけ、口にくわえて運びこみ、それを粘着性のある唾液で固めて巣をつくっていきます。昨年度、校舎に巣をつくるつばめが少なかったのは、休校のため子供たちの声が聞こえない（ひと気がない）ため他の場所に巣をつくっていたのが、今年度は再び子供たちの声が学校にもどってきたことにより、つばめも戻ってきたのではないかと考えられます。写真は、児童玄関近くの校舎の軒下に作り始めたつばめの巣です。子供たちからもよく見える場所ですので、「思いやり」の心をもって、温かく見守るようにしています。
　また、児童会では三本柱の一つである「あいさつ」を高めようと「えがおであいさつをしよう」「目を見てあいさつをしよう」などのプラカードをつくり、登校してくる分団に向かって元気なあいさつをしてくれています。コロナ禍で、あいさつが以前よりできない傾向にありましたが、児童会の呼びかけで、マスクをしていても、相手の目を見て笑顔のあいさつが高まってきています。
　「学習」面では、授業に落ち着いて取り組む子供が多い反面、書く時の姿勢が悪く、目がノートに近づきすぎる子供が多いことが気になります。視力も例年に比べて全体的に低い傾向にあります。そこで、書く時に前かがみ過ぎにならないように、「目のものさし」を作製し、適度な距離（30cm程度）を意識できるように取り組み始めました。家庭でも、書く時の姿勢が前かがみ過ぎていないか気をつけてあげてください。
　これからも黒小の三本柱を子供たちと意識し高め、「笑顔」あふれる学校をめざしていきます。
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